
よしかわ議会だより3

◆
印
鑑
条
例
の
改
正

　

法
改
正
に
伴
う
影
響
と
課
題
は
。

　

外
国
人
登
録
法
で
は
、
他
市
へ

転
出
す
る
際
、
転
出
届
の
必
要
が

な
く
、
新
住
所
地
で
転
入
届
を
す

れ
ば
よ
か
っ
た
た
め
、
実
態
を
確

認
で
き
な
か
っ
た
。
改
正
に
よ
り

転
出
届
が
必
要
と
な
り
、
外
国
人

住
民
を
適
正
に
把
握
で
き
ま
す
。

　

法
改
正
日
ま
で
に
居
住
の
事

実
確
認
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
５

月
14
日
に
外
国
人
世
帯
あ
て
に

仮
住
民
票
を
送
付
し
ま
し
た
。
宛

先
不
明
等
で
返
戻
さ
れ
た
分
は

職
員
が
実
態
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

  

賛
成
全
員
で
可
決

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

　

業
務
委
託
料
の
内
容
と
県
の

補
助
内
容
は
。

　

家
屋
の
固
定
資
産
税
を
賦
課

す
る
た
め
の
家
屋
調
査
資
料
を

電
子
化
す
る
作
業
を
委
託
す
る

も
の
で
、
埼
玉
県
の
緊
急
雇
用
創

出
補
助
金
を
活
用
し
て
実
施
す

る
も
の
で
す
。

　

歳
入
の
埼
玉
県
緊
急
雇
用
創
出

補
助
金
は
、
道
路
維
持
補
修
事
業

や
市
史
編
さ
ん
事
業
な
ど
５
事

業
に
対
す
る
補
助
金
で
す
。
３

月
当
初
議
会
で
21
事
業
が
採
択
さ

れ
て
お
り
、
あ
わ
せ
て
26
事
業
で

２
億
７
千
万
円
の
補
助
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

  

賛
成
全
員
で
可
決

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

　

市
史
編
さ
ん
事
業
委
託
料
の
内
容
は
。

　

新
規
雇
用
者
の
人
件
費
が
２

分
の
１
以
上
で
あ
り
、
33
名
分

で
約
３
千
５
３
０
万
円
、
委
託

業
者
の
既
雇
用
者
７
名
分
と
し

て
約
２
千
万
円
。
残
り
は
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
構
築
費
用
、
パ
ソ
コ
ン

等
の
機
器
リ
ー
ス
料
、
一
般
管
理

費
と
し
て
約
１
千
２
０
０
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

　

ど
の
よ
う
な
物
を
電
子
化
す

る
の
か
。

　

今
回
は
、
保
存
期
間
が
過
ぎ
た

歴
史
的
に
価
値
の
あ
る
行
政
文

書
と
民
間
か
ら
提
供
さ
れ
た
古

文
書
を
電
子
化
す
る
。

　

今
回
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
た

も
の
の
活
用
方
法
は
。

　

今
回
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
内

部
活
用
の
も
の
で
あ
る
。
今
後
、

市
史
は
３
ヶ
年
で
３
巻
の
刊
行

を
予
定
。
今
回
、
電
子
化
し
た
史

料
を
も
と
に
市
史
を
編
さ
ん
で

き
、
合
理
化
が
図
ら
れ
る
。

　

内
部
活
用
だ
け
で
な
く
、
市

民
が
自
由
に
閲
覧
し
た
り
、
ウ
ェ

ブ
資
料
館
の
よ
う
な
活
用
は
で

き
な
い
か
。

　

検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　

  

賛
成
全
員
で
可
決

◆
政
府
に
対
し
年
金
支
給
額
の

切
り
下
げ
の
中
止
等
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

　
　
　
　
　

  

賛
成
多
数
で
採
択

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

　

道
路
公
園
安
心
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
と
水
路
現
況
調
査
等
の

業
務
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
、
ど

こ
に
発
注
す
る
の
か
。

　

道
路
公
園
安
心
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
は
一
般
企
業
に
入
札
し

て
発
注
す
る
。
水
路
現
況
調
査
等

業
務
は
デ
ー
タ
の
電
子
化
作
業

な
ど
が
あ
る
の
で
、
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
に
発
注
す
る
。

　

民
地
の
放
射
線
量
の
測
定
は

市
で
行
わ
な
い
が
、
数
値
の
掌
握

は
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

民
地
の
対
策
と
し
て
は
、
測

定
器
の
貸
出
し
を
行
っ
て
い
る
。

数
値
に
つ
い
て
は
航
空
機
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
や
走
行
サ
ー
ベ
イ
な

ど
で
広
く
測
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

  

賛
成
全
員
で
可
決

◆
建
設
業
従
事
者
の
ア
ス
ベ
ス

ト
被
害
者
の
早
期
救
済
・
解
決
を

図
る
よ
う
国
に
働
き
か
け
る
意

見
書
の
提
出
に
関
す
る
請
願

　

ア
ス
ベ
ス
ト
は
、
中
皮
腫
や
肺

ガ
ン
な
ど
の
危
険
性
が
指
摘
さ

れ
規
制
さ
れ
た
。
被
害
者
を
救
済

す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
た
が
申

請
基
準
が
厳
し
い
。
救
済
の
見
直

し
が
必
要
と
考
え
る
の
で
請
願

採
択
に
賛
成
す
る
。

　

建
設
労
働
者
に
対
し
て
は
、
充

分
な
補
償
を
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　

  

賛
成
全
員
で
採
択

　６月６日から８日の３日間にわたり、各常任委員会に付託された議案の審査が行わ

れました。常任委員会での主な審査内容を各常任委員長が要約してお知らせします。

常任委員会の審査から

すでに４冊が刊行された「吉川市史」

総
務
・
水
道

建
設
・
生
活

文
教
・
福
祉




